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最近臨床酵素化学的に も，免疫遺伝学的 にもその重要

性を まし て来 たlactic　dehydrogenase　（LDH ）はgiy －co

　lysisに 関与する酵素 とし て注目を 集め て来た ．　Mar－・kert

　＆　Moller　（1959 ）に より初めてisozyme の概念

が提唱され て以来この方面の仕事も沢山報告されている・

寄生虫学 の分野ではDunagan 　＆　Orlando　de　Luque

（1966 ）がj 死c・wαが 加rりg 汕s 力j回 心回az・sのLDHisozyme

についてstarch　gel　電気泳動法でisozymepattern

を求めたのが最初であ る． そし て1 本 のLDHband

を認 めたことを報告し， 更に マウス骨骼 筋のそ れ．

と比較してLD4 に 相当 することを 報告し た．　Dusanic

（1966 ）はTrichinella 　spi・・alisのLDH　isozyme　 を 研

究した．そ の報告に よるとラ ットの筋肉中の幼虫を筋肉

のペプシ ン処理でとり出し，幼虫の生 食水抽出液と幼虫

の代謝産物についてpolyacrylamide　gel　electropho －resis

によりLDH を 求めた．その結果 幼虫 抽出液に2

本，代謝産物（secretion　and　excretion　products）に1

本のLDH　band　 を 認めたとい う．著者はセルロ ース

・ア セテ ート膜電気 泳動法でブタ回虫の体腔液や各組織

と ア ニ サ キス幼虫の体成分に ついて　LDH　isozymepattern　

を追及した．これらとヒト血清の　LDH　iso －zyme

pattern　とを比較検討 して興味あ る知 見を得たの

でここに報告する．

実験材料及び方法

ブ タ 回虫 （．Ascaris　yx・・勦 パcoides　sz・x・・lz） は 屠 殺 直 後

の ブ タ の 小 腸 か ら 取 出 し た 新 鮮 な 雌 回 虫 （体 長20 ～25cm

）を 用 い た ． 体腔 液 は 回 虫 の 尾 端 を 切 る 事 に よ り 採 取

し ， 更 に 筋 層 ，生 殖 器を 分 別 し て使 用 し た ． ア ニサ キ ス

幼虫 につ い て は 静岡 県 焼 津市 の 市場 に 赳 き， ホ ン サ バ の
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腹腔から大量，　5　g　（wet　weight ） の幼虫を生 きたまま

生 食水中に入 れて岐 阜の研究室に 持ち帰った．対 照とし

てヒト［飢清とマウス骨骼 筋を 用いた．実 験方 法としては

ブタ回虫体腔 液はそのまま使用した．筋 層や生殖 器は生

食水中で 充分洗浄して　pH　8．6　t啝　veronal　buffer

（0．06μ） を用いて冷却しながら　homogenize 　（20％）

し更に冷凍遠心機で12 ，　OOOrpm，　10 分間遠沈し，そ の

上 清部を試料 とした ．アユサキス幼虫につい ては全虫 体

をhomogenize 　（20％）し ブタ回虫 と同じ様に操作し て

試料 とし た，次に泳動方法であ るが支持 体に セルロース・

アセテート膜（millipore）を用いpH　8 ．6　tris　veronalbuffer

イオン強度0 ．06μ，　170　volt，　0．4～0．6　mA／’cm45

分 間の泳劭条件 のもとに0 ．002～0 ．004　m1　の試料を

支持体中央部に塗布し，泳動を行ったLDH　isozyme

の染色法は泳動後 直ちに宮 本ら（1964） の方法に準じ てINT

（p－iodo　nitro　tetrazolium　violet），　2－（p－iodo－phenyl

卜3 －p－nitropheny卜5　phenyl　tetrazolium　chlo－ride

），　PMS 　（phenazine　metho　sulfate ），　NAD

（nicotinamide　adenine　dinucleotide ），にて染 色し，

そして10 ％ 酢 酸で固定 した．同時 に蛋自分 画の染色をPonceau

－3　R　で行ない比較検 討し た．

実 験 成 績

アニサキ ス幼虫のhomogenize　 したものと， ブタ回

虫体腔液及び筋層，生殖器（卵巣）のhomogenize した

ものについて，セルロ ース・アセテート膜泳動 法でLDHisozyme　pattern　

を求めた．　その 結果 アニサキス 幼虫

及び ブタ 回虫体腔液 には各々2 本のisozyme　bands

を認めた．　しかしブタ回虫の筋層と生殖器には各々1 本

のband を認め たにすぎな かった ．これら のLDH　iso －
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Fig ．　2　Relation　between　protein　fraction　andLDH　isozyme　pattern

と符号し，易動度の大きい陽極側をLD5 としてい る．

し かし これとは逆に陽 極側より陰極側にむか ってLDlLD2

”’‘・‘ と符号す る報告 もか なり多 く， 著者はWrob －lewski

　（1961 ）の陰極 側からの命名に 従った．その結果Dunagan

　（1966 ）らのLD4 は著者 のLD2 に 相当す る

ものと思われるCahn 　（1962） らに よる とLDH　iso －zyme

の構成についてはM 型，H 型 の2 種 の全 く異ったtype

のsubunit からなる とさ れ て い る．即ちM 型

（muscle　type ） とH 型 （heart　type）の2 種 のsubunit

は遺伝子に よって支配され，恐らく この組合せに よりヒ

ト」飢清は5 本のLDH　isozyme　pattern　 が形成され る

ものと考えられる．本実験で認めた アエサキス幼虫体及

び ブタ回虫のLDH　isozyme　pattern は1 本及び2 本

であ った．又 高等動物にはM 型，H 型 の2 種のtype が

認 められるのに対し，これらの寄生線虫類 はM 型のみで

あ った，これは寄生線虫類のanaerobic な生 活環境 と一一

致す るものと考えられる．
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．　1　LDH　isozyme　pattern

zyme　pattern　をヒト血清の もの及び マウス骨骼筋 のも

のと比 較し た．　ヒト血清 とマウス骨 骼筋 のものは共に5

本のpattern か らな っていて， このisozyme　pattern

をWroblewski 　（1961 ）に準じて命 名す ると陰極側 よりLDi

，　LD2，　LD3，　LD4
＞　LD5　とな り

， アエサキ ス幼虫体及

び ブタ回虫 体腔 液のものはLDI とLD2 に一致し， ブ

タ回虫 の筋層の ものはLDI に，生殖 器のものはLD2 に

相当す る．　（Photo　l，　Fig．　1）．　叉これらのLDH　iso －zyme

pattern　につ いて更に ヒト血清蛋白泳動像と比較

すると，ア エサキス幼虫及びブタ回虫の ものも共に血清

蛋白分画の β－グロブ リン帯にほぽ位置す ると考え ら れ

た．

考 察

前 述 の　Dunagan 　＆　Orlando　de　Luque　 （1966 ） はMacra

・cant　I，四 ’hynchus　yj ＆μdinaceus　 の　LDH　iso －zyme

を1 本 のLDH　band　 と し て認 め る と同 時 に マ ウ

ス骨 骼筋 のLD2 と一 致 す る 位 置 にあ る と報 告 し た ．　し

か しLDH　isozyme　pattern　 の 命 名 法 は ，そ の 命名 の順

序 が 研究 者に よ っ て一 定 し て い な い ． 即 ちWroblewski

（1961 ） ら は 易 動 度 の 小 さ い も の か ら 順 にLDI ，LD2
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genate のLDH　isozyme　pattern　 として2 本のband

が認められ，これらはヒト血清のLD ，，　LD2 に相当する

ものである．

2．　ブ タ回虫の筋 層 及 び 生 殖 器（卵 巣）には1 本のLDH

band　しか認められず，前者はLDi ，後者はLD ，

に相当する ものであ る．

3．　これらのband 　（pattern ）はそ れぞ れヒト血 清蛋

自分画のほぼ β－ダ9 プリン帯に位置し て卜 る・

4， ブタ回虫及び アユサキス幼虫 体のLDH　isozymepattern

はいず れも骨骼筋型，即ちM 型に属する ものと

思われる．
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STUDIES　ON　A 　N　IS　A　K　IS　（I ）　ON　LDH　ISOZYMES

Keizo　NAGASE

（7 ）ゆ 心力・lent　rソ　ノ々 x，・asitol θgy ，　St・／，a。／aソ≒M （。治j 。e，　G びlf び 絎z心 ・sl’ぴ ，G ぴx・，ノα／7心O 　

Isozymes　of　lactate　dehydrogenase　（LDH ）　in　emulsions　of　y1削‘sakis　larvae，　thebody　fluid

，　muscle　and　ovary　of　Asca八s　suum
　were　examined　by　cellulose　acetate　electro－phoretic

technic．　The　results　obtained　were　summarzed　as　follows　：

1．　Emulsified　Anisakis　larvae　and　the　body　fluid　of　As　coパs　showed　two　bands　ofLDH

，　whereas　the　muscle　and　the　ovary　of　ノ1scαパs　showed　only　single　band．

2．　According　to　nomination　of　LDH　isozymes　by　Wroblewsky 　（1961 ），　the　bandsobtained　from　Anisakis　and　the

body　fluid　of　ノ1s（ヽの・’is　were　identified　to　be　correspondedto　LD

，　and　LD，　isozymes　of　human　serum．

3．　The　bands　obtained　from　the　muscle　and　the　ovary　of　yla・の■is　were　identified　tobe　LD

，　and　ld2　0f　human　serum，
　respective】y．

4．　It　was　substantiated　that　mobilities　of　the　isozymes　obtained　were　almost　thesame　as　those　of　

β－globulin　of　human　serum．

5．　The　LDH　isozymes　in　the　nematodes　seemed　to　belong　to　the　skeletal　muscletype　of　mammals

．
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